
岡
山
県
鏡
野
町

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

新
た
な
セ
ン
タ
ー
が
核
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
づ
く
り
の
推
進

Vol.

7

27
年
度
に
「
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
置
し
、
以
降
、
毎
年
、
町
に
対

し
て
森
林
づ
く
り
の
提
言
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
提
言
書
を

も
と
に
、
森
林
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
関

係
者
の
役
割
、
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
施
策
等
を
定
め
た
「
鏡
野
町
森
林

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
８
月
に
は
、
同
条
例
に
基
づ
き
、
住

民
の
森
林
に
関
す
る
総
合
的
な
窓
口
と
な

る
「
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を

産
業
観
光
課
内
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
の
林
務
担
当
職

員
４
名
、地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
、

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
職
員
１
名
の
６

名
体
制
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

な
が
ら
、
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
⑶ 

木
材
流
通
の
効
率
化
（
令
和
３
年
度

決
算
額
：
3
0
，
7
0
0
千
円
）

　
町
内
の
原
木
の
集
積
場
は
、
小
規
模
で

分
散
し
て
お
り
、
木
材
を
搬
出
す
る
林
業

事
業
体
は
、
複
数
の
集
積
場
に
木
材
を
運

搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
効
率
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
町
で

は
、
町
内
の
集
積
場
を
１
ヶ
所
に
集
約
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
検
知
や
市
場
ま
で
の
運
搬
等

に
要
す
る
林
業
事
業
体
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
と
と
も
に
、
合
板
会
社
や
バ
イ
オ
マ

ス
、
建
材
・
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
と
の
一
括

取
引
、
町
内
公
共
建
築
物
や
新
築
住
宅
に

町
産
材
を
利
用
す
る
建
築
業
者
と
の
直
接

取
引
が
進
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
既
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
集
積
場
の
造

成
等
を
開
始
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
か

ら
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
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　1

　
鏡
野
町
の
現
状

　　
鏡
野
町
は
、
岡
山
県
の
北
部
に
位
置
す

る
県
内
最
大
面
積
の
町
で
、
人
口
１
２
，

０
６
２
人
、
面
積
は
４
１
，
９
６
８
ha
で

す
。
そ
の
う
ち
森
林
面
積
は
、
３
６
，
２

７
８ 

ha（
町
面
積
の
86
・
４
％
）で
、「
森

と
い
で
湯
と
田
園
文
化
の
里
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
町
内
の
人
工
林
率
は
70・２
％
で
、

戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
植

え
ら
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
多
く
、
木
材

と
し
て
利
用
が
可
能
な
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

2
　「
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
セ
ン
タ

　
　
ー
」
の
活
動

　
こ
の
よ
う
な
中
、
鏡
野
町
で
は
、
平
成

3
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

　
　
た
取
組

　
本
町
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和

※
①
〜
⑤
は
他
事
業
で
の
助
成
が
あ
る
場

合
そ
の
差
額
を
支
給
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、新
規
就
業
者
１
名
、

町
内
認
定
事
業
体
１
団
体
に
助
成
を
行
い

ま
し
た
。

⑵ 

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
（
令
和  

３
年
度
決
算
額
：
4
0
4
千
円
）

　
森
林
経
営
管
理
制
度
を
推
進
す
る
た

め
、
町
内
全
域
を
６
地
区
に
分
け
て
、
令

和
元
年
度
か
ら
順
次
、
森
林
所
有
者
に
対

す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
票
の
回
収
後
は
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
現
地
調
査
を
行
い
、
箇
所
別
に
施

業
の
実
施
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
5
，
3
4
1
ha
（
対
象
者
1
，
0
6

9
名
）
で
意
向
調
査
を
実
施
し
、
3
，
4

1
8
ha
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
回
答
者
の
う
ち
、
9
3
7
ha
が
町
へ
の

委
託
を
希
望
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
委
託
希
望
の
回
答
が
あ
っ
た
箇

所
を
対
象
に
、
集
積
計
画
や
配
分
計
画
を

策
定
し
て
、森
林
整
備
に
繋
げ
る
予
定
で
す
。

３
年
度
譲
与
額
：
５
９
，
５
６
１
千
円
）

を
活
用
し
て
、
林
業
就
業
者
の
育
成
、
森

林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
、
木
材
流
通
の

効
率
化
、
町
産
材
の
利
用
促
進
な
ど
の
多

様
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴ 

林
業
就
業
者
の
育
成
（
令
和
３
年
度   

決
算
額
：
1
，
4
2
5
千
円
）

　
本
町
の
林
業
就
業
者
は
１
０
６
名
、
町

内
林
業
事
業
体
は
５
団
体
あ
り
ま
す
。
利

用
可
能
な
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
増
加
や
、
今

後
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の
円
滑
な
推
進

を
踏
ま
え
、
鏡
野
町
内
で
森
林
の
管
理
を

適
切
に
行
え
る
担
い
手
の
育
成
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
町
内
に
住
所

を
有
し
（
又
は
転
入
予
定
）、
新
た
に
林

業
に
就
業
し
た
方
を
対
象
に
、
以
下
の
よ

う
な
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
引
越
支
援
金（
上
限
20
万
円
１
回
限
り
）

②
家
賃
支
援
金
（
月
額
上
限
５
万
円
以
内

実
費
分　
就
業
後
最
大
12
ヶ
月
）

③
支
援
一
時
金
（
20
万
円　
就
業
６
ヶ
月

経
過
後
に
支
給　
１
回
限
り
）

ま
た
、
新
規
就
業
者
が
町
内
認
定
事
業
体

に
就
業
し
た
場
合
、
当
該
事
業
体
に
対
し

て
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
雇
用
確
保
支
援
金
（
１
人
あ
た
り
月
額

上
限
13
万
円　
就
業
か
ら
12
ヶ
月
）

⑤
育
成
指
導
支
援
金
（
１
人
あ
た
り
月
額

定
額
５
万
円　
就
業
か
ら
12
ヶ
月
）

⑷ 

町
産
材
の
利
用
促
進
と
普
及
啓
発（
令

和
３
年
度
決
算
額
：
5
，
0
9
2
千
円
）

　
本
町
で
は
、
町
産
材
の
良
さ
を
知
り
、

故
郷
へ
の
愛
着
や
地
域
の
繋
が
り
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
中
学
校
で
町
産

ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
学
習
机
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
卒
業
時
に
は
、
在

校
中
に
利
用
し
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
付
き

の
天
板
部
分
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
に
は
、
町
内
７
つ
の
小
学
校
で
、

６
年
生
の
児
童
1
2
3
名
を
対
象
に
、
自

分
た
ち
が
中
学
校
で
使
用
す
る
机
を
組
み
立

て
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
期
か
ら
木
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、令
和
３
年
度
か
ら
、

町
産
材
を
使
用
し
た
幼
児
用
玩
具
等
（
フ

ァ
ー
ス
ト
ト
イ
）
を
贈
呈
す
る
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
６
月
ま
で
に
、

34
名
の
乳
幼
児
に
贈
呈
し
て
お
り
、「
木

の
温
か
み
を
感
じ
る
」「
木
製
な
の
で
、

安
心
し
て
遊
ば
せ
ら
れ
る
」
と
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

鏡野町森林づくりセンターの開所

⑸ 

そ
の
他
の
取
組

　
こ
の
ほ
か
、
本
町
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
、
自
然
災
害
等
に
よ
り

被
災
し
た
作
業
道
の
修
繕
に
対
す
る
補
助

や
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
等
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
森
林
資
源
解
析
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
解
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
る

樹
種
別
の
森
林
資
源
量
や
詳
細
地
形
、
林

内
路
網
の
位
置
等
の
情
報
を
活
用
し
て
、

現
況
に
応
じ
た
森
林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
森

林
づ
く
り
の
方
針
（
山
林
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
）
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

4
　
今
後
の
取
組

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
町
で
は
、
鏡
野
町

森
林
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
核
に
森
林
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活

用
し
て
、
山
林
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏

ま
え
た
森
林
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

も  

り

も  

り



27
年
度
に
「
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
置
し
、
以
降
、
毎
年
、
町
に
対

し
て
森
林
づ
く
り
の
提
言
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
提
言
書
を

も
と
に
、
森
林
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
関

係
者
の
役
割
、
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
施
策
等
を
定
め
た
「
鏡
野
町
森
林

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
８
月
に
は
、
同
条
例
に
基
づ
き
、
住

民
の
森
林
に
関
す
る
総
合
的
な
窓
口
と
な

る
「
鏡
野
町
森
林
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を

産
業
観
光
課
内
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
の
林
務
担
当
職

員
４
名
、地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
、

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
職
員
１
名
の
６

名
体
制
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

な
が
ら
、
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
⑶ 
木
材
流
通
の
効
率
化
（
令
和
３
年
度

決
算
額
：
3
0
，
7
0
0
千
円
）

　
町
内
の
原
木
の
集
積
場
は
、
小
規
模
で

分
散
し
て
お
り
、
木
材
を
搬
出
す
る
林
業

事
業
体
は
、
複
数
の
集
積
場
に
木
材
を
運

搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
効
率
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
町
で

は
、
町
内
の
集
積
場
を
１
ヶ
所
に
集
約
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
検
知
や
市
場
ま
で
の
運
搬
等

に
要
す
る
林
業
事
業
体
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
と
と
も
に
、
合
板
会
社
や
バ
イ
オ
マ

ス
、
建
材
・
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
と
の
一
括

取
引
、
町
内
公
共
建
築
物
や
新
築
住
宅
に

町
産
材
を
利
用
す
る
建
築
業
者
と
の
直
接

取
引
が
進
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
既
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
集
積
場
の
造

成
等
を
開
始
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
か

ら
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
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鏡
野
町
の
現
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野
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は
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岡
山
県
の
北
部
に
位
置
す

る
県
内
最
大
面
積
の
町
で
、
人
口
１
２
，

０
６
２
人
、
面
積
は
４
１
，
９
６
８
ha
で

す
。
そ
の
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ち
森
林
面
積
は
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３
６
，
２

７
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の
86
・
４
％
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と
い
で
湯
と
田
園
文
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の
里
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を
キ
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フ
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に
ま
ち
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く
り
を
進
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て
い

ま
す
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内
の
人
工
林
率
は
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で
、

戦
後
か
ら
高
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長
期
に
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、
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と
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ま
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。
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野
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の
活
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こ
の
よ
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中
、
鏡
野
町
で
は
、
平
成
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森
林
環
境
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与
税
を
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た
取
組

　
本
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で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和

※
①
〜
⑤
は
他
事
業
で
の
助
成
が
あ
る
場

合
そ
の
差
額
を
支
給
。

　
令
和
３
年
度
に
は
、新
規
就
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者
１
名
、

町
内
認
定
事
業
体
１
団
体
に
助
成
を
行
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ま
し
た
。

⑵ 

森
林
経
営
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理
制
度
の
推
進
（
令
和  

３
年
度
決
算
額
：
4
0
4
千
円
）

　
森
林
経
営
管
理
制
度
を
推
進
す
る
た

め
、
町
内
全
域
を
６
地
区
に
分
け
て
、
令

和
元
年
度
か
ら
順
次
、
森
林
所
有
者
に
対

す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
票
の
回
収
後
は
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
現
地
調
査
を
行
い
、
箇
所
別
に
施

業
の
実
施
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
5
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3
4
1
ha
（
対
象
者
1
，
0
6

9
名
）
で
意
向
調
査
を
実
施
し
、
3
，
4

1
8
ha
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
回
答
者
の
う
ち
、
9
3
7
ha
が
町
へ
の

委
託
を
希
望
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
委
託
希
望
の
回
答
が
あ
っ
た
箇

所
を
対
象
に
、
集
積
計
画
や
配
分
計
画
を

策
定
し
て
、森
林
整
備
に
繋
げ
る
予
定
で
す
。

３
年
度
譲
与
額
：
５
９
，
５
６
１
千
円
）

を
活
用
し
て
、
林
業
就
業
者
の
育
成
、
森

林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
、
木
材
流
通
の

効
率
化
、
町
産
材
の
利
用
促
進
な
ど
の
多

様
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴ 

林
業
就
業
者
の
育
成
（
令
和
３
年
度   

決
算
額
：
1
，
4
2
5
千
円
）

　
本
町
の
林
業
就
業
者
は
１
０
６
名
、
町

内
林
業
事
業
体
は
５
団
体
あ
り
ま
す
。
利

用
可
能
な
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
増
加
や
、
今

後
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の
円
滑
な
推
進

を
踏
ま
え
、
鏡
野
町
内
で
森
林
の
管
理
を

適
切
に
行
え
る
担
い
手
の
育
成
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
町
内
に
住
所

を
有
し
（
又
は
転
入
予
定
）、
新
た
に
林

業
に
就
業
し
た
方
を
対
象
に
、
以
下
の
よ

う
な
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
引
越
支
援
金（
上
限
20
万
円
１
回
限
り
）

②
家
賃
支
援
金
（
月
額
上
限
５
万
円
以
内

実
費
分　
就
業
後
最
大
12
ヶ
月
）

③
支
援
一
時
金
（
20
万
円　
就
業
６
ヶ
月

経
過
後
に
支
給　
１
回
限
り
）

ま
た
、
新
規
就
業
者
が
町
内
認
定
事
業
体

に
就
業
し
た
場
合
、
当
該
事
業
体
に
対
し

て
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
雇
用
確
保
支
援
金
（
１
人
あ
た
り
月
額

上
限
13
万
円　
就
業
か
ら
12
ヶ
月
）

⑤
育
成
指
導
支
援
金
（
１
人
あ
た
り
月
額

定
額
５
万
円　
就
業
か
ら
12
ヶ
月
）

⑷ 

町
産
材
の
利
用
促
進
と
普
及
啓
発（
令

和
３
年
度
決
算
額
：
5
，
0
9
2
千
円
）

　
本
町
で
は
、
町
産
材
の
良
さ
を
知
り
、

故
郷
へ
の
愛
着
や
地
域
の
繋
が
り
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
中
学
校
で
町
産

ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
学
習
机
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
卒
業
時
に
は
、
在

校
中
に
利
用
し
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
付
き

の
天
板
部
分
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
に
は
、
町
内
７
つ
の
小
学
校
で
、

６
年
生
の
児
童
1
2
3
名
を
対
象
に
、
自

分
た
ち
が
中
学
校
で
使
用
す
る
机
を
組
み
立

て
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
期
か
ら
木
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、令
和
３
年
度
か
ら
、

町
産
材
を
使
用
し
た
幼
児
用
玩
具
等
（
フ

ァ
ー
ス
ト
ト
イ
）
を
贈
呈
す
る
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
６
月
ま
で
に
、

34
名
の
乳
幼
児
に
贈
呈
し
て
お
り
、「
木

の
温
か
み
を
感
じ
る
」「
木
製
な
の
で
、

安
心
し
て
遊
ば
せ
ら
れ
る
」
と
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

地域林政アドバイザーによる現地調査

ワークショップの様子

幼児用玩具（ファーストトイ）

新規就業者に関する支援　
案内用パンフレット

⑸ 

そ
の
他
の
取
組

　
こ
の
ほ
か
、
本
町
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
、
自
然
災
害
等
に
よ
り

被
災
し
た
作
業
道
の
修
繕
に
対
す
る
補
助

や
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
等
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
森
林
資
源
解
析
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
解
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
る

樹
種
別
の
森
林
資
源
量
や
詳
細
地
形
、
林

内
路
網
の
位
置
等
の
情
報
を
活
用
し
て
、

現
況
に
応
じ
た
森
林
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
森

林
づ
く
り
の
方
針
（
山
林
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
）
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

4
　
今
後
の
取
組

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
町
で
は
、
鏡
野
町

森
林
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
核
に
森
林
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活

用
し
て
、
山
林
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏

ま
え
た
森
林
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。


